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～ ２０１１年度も終わりの時期、会員の皆様方におかれましては、忙しい毎日をお

過ごしのことと思います。今年度も多くの方の御支援をいただき、支部活動を続け

ていくことができました。深く感謝致します。どうぞ２０１２年度も支部会員の皆

様方の変わらぬ御支援、御参加をよろしくお願い致します。 事務局一同 ～

２０１１年度の八王子支部例会報告集！！

★2012年度用 歴教協八王子支部活動支援のお願い★

2012 年度の支部例会の活動につきましては、皆様現場の方々の御希望や御意見を

お寄せいただき、参考にさせていただきます。新人の勧誘、例会での報告・発表。講

演会講師の要望や、フィールドワークの行き先の希望などを、どしどし事務局までお

寄せ下さい。また、新年度から転勤・退職・転居等の方は、３月いっぱいは楢原小学

校高田宛に御連絡下さい。活動支援の第一歩は、例会に参加していただくことです。

みんなで支部活動の輪を地道に広げていきましょう。よろしくお願い致します。

連絡先：高田（楢原小学校）

東京歴教協 八王子支部

２０１２．３．９．発行

Ｎｏ．３５３

４月例会・・・授業づくり講座 「学級作りの実践」４月例会・・・授業づくり講座 「学級作りの実践」４月例会・・・授業づくり講座 「学級作りの実践」４月例会・・・授業づくり講座 「学級作りの実践」

５月例会・・・フィールドワーク「八王子宿を歩く」５月例会・・・フィールドワーク「八王子宿を歩く」５月例会・・・フィールドワーク「八王子宿を歩く」５月例会・・・フィールドワーク「八王子宿を歩く」

６月例会・・・３年生の地域学習実践報告６月例会・・・３年生の地域学習実践報告６月例会・・・３年生の地域学習実践報告６月例会・・・３年生の地域学習実践報告

７月例会・・・社会教育の実践報告・４年生の社会科授業実践報告７月例会・・・社会教育の実践報告・４年生の社会科授業実践報告７月例会・・・社会教育の実践報告・４年生の社会科授業実践報告７月例会・・・社会教育の実践報告・４年生の社会科授業実践報告

８月例会・・・８月例会・・・８月例会・・・８月例会・・・「「「「歴教協全国大会(福岡大会歴教協全国大会(福岡大会歴教協全国大会(福岡大会歴教協全国大会(福岡大会））））」参加」参加」参加」参加

９月例会・・・高学年の総合授業実践報告９月例会・・・高学年の総合授業実践報告９月例会・・・高学年の総合授業実践報告９月例会・・・高学年の総合授業実践報告

１０月例会・・・１０月例会・・・１０月例会・・・１０月例会・・・「「「「浅川地下壕保存の会」シンポジウムに参加浅川地下壕保存の会」シンポジウムに参加浅川地下壕保存の会」シンポジウムに参加浅川地下壕保存の会」シンポジウムに参加

１１月例会・・・６年生の社会科１年間の学習計画１１月例会・・・６年生の社会科１年間の学習計画１１月例会・・・６年生の社会科１年間の学習計画１１月例会・・・６年生の社会科１年間の学習計画

１２月例会・・・高校の世界史授業実践報告１２月例会・・・高校の世界史授業実践報告１２月例会・・・高校の世界史授業実践報告１２月例会・・・高校の世界史授業実践報告

１月例会・・・６年生の歴史授業実践報告１月例会・・・６年生の歴史授業実践報告１月例会・・・６年生の歴史授業実践報告１月例会・・・６年生の歴史授業実践報告

２月例会・・・２月例会・・・２月例会・・・２月例会・・・「「「「東京歴教協学習会」に参加東京歴教協学習会」に参加東京歴教協学習会」に参加東京歴教協学習会」に参加

３月・・・・・事務局会（例会はありません）３月・・・・・事務局会（例会はありません）３月・・・・・事務局会（例会はありません）３月・・・・・事務局会（例会はありません）

※例会は、基本的に毎月第３週土曜日１４時～１６時半台町＆浅川市民センター

で開催されています。事前連絡はいりませんので、お気軽に御参加ください。
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－４月例会のご案内－

４／１４（土）台町市民センターです。

２０１２年度東京歴教協八王子支部例会会場案内図

センター入口で、使用室を確認してください。(無料駐車場有り)

～ １年間の例会の幕開けは、やはりここから。「震災と原発から考える平和学習」。

２０１１年をふりかえる意味でも、明日の授業に役立てるためにも、どうぞ皆様お誘

い合わせの上、お気軽にお越しください。春の西八王子台町でお待ちしております。

４月例会例会例会例会：：：：「「「「震災震災震災震災とととと原発原発原発原発からからからから考考考考えるえるえるえる平和学習平和学習平和学習平和学習」」」」

日 時：２０１2年４月１４日（土）１４：００～１６：３０頃

場 所：台町市民センター （JR西八王子駅南口徒歩8分)

講演者：小寺隆幸さん（京都橘大学教授、丸木美術館理事長）

内 容：チェルノブイリ事故の支援も行っている先生は、何度も福島を訪れ、

子どもの放射能被害の実態を調査しています。「核と人間の共生は可能か」、

「授業化のポイント」などを参加者の皆さんと考えていきたいと思います。


